
 

第６章 二つの重点プロジェクトと文化財保存活用区域 

１二つの重点プロジェクトと文化財保存活用区域 

⑴重点プロジェクトと文化財保存活用区域の設定 

 

この地域計画では、計画の柱となる二つの重点プロジェクトを設定し、現状把握と課題分析

を行い、解決に向けた具体的措置を設定する。そしてそれぞれの重点プロジェクト内に文化財

保存活用区域を設定し、市の各分野の基本計画等との整合性を図るとともに、市が目指す将来

的なまちづくりのビジョンとの連動、各種事業とのパッケージ化に取組むものとする。 

本計画では、重点プロジェクトである❶日本遺産「里沼」の推進と❷旧二業見番の改修・活用を

念頭に、プロジェクト内にそれぞれ(A)沼辺遺産エリア、(B)里沼のもてなし文化エリアの二つ

の文化財保存活用区域を設定する。(A)沼辺遺産エリアは、日本遺産「里沼」ストーリーの柱で

ある茂林寺沼エリア、多々良沼エリア、城沼エリアの市内３か所の沼周辺エリアを対象とする。

また、(B)里沼のもてなし文化区域は、江戸時代から近代にかけての歴史的建造物や歴史文化資

源が多く残る東武伊勢崎線館林駅東側の旧城下町エリア１か所を対象とする。なお、文化財保

存活用区域のエリアについては、令和元年(2019)から取組んでいる日本遺産「里沼」事業で使

用し、市内の住民や市外来訪者からも広く認知されている館林市「日本遺産」マップを基本図

とした。(図 6-1 参照)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重点プロジェクト（文化財保存活用区域） 具体的エリア 

❶日本遺産「里沼」の推進 
（（A）沼辺遺産区域） 

・茂林寺沼エリア 

・多々良沼エリア 

・城沼エリア 

❷旧二業見番の改修・活用） 
（（B）里沼のもてなし文化区域） ・館林駅東・旧城下町エリア 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❶日本遺産「里沼」の推進 ❷旧二業見番の改修・活用 

多々良沼 
エリア 

茂林寺沼エリア 

城沼エリア 

館林駅東・旧城下町
エリア 

❶日本遺産「里沼」の推進 

図 6-1 文化財保存活用区域のエリア図 



 

 

⑵二つの重点プロジェクト 

 

❶日本遺産「里沼」の推進   ＊文化財保存活用区域 (Ａ)沼辺遺産区域 

  

日本遺産「里沼」においては、令和６年３月３１日現在で全４２個の構成文化財が認定さ

れているが、各構成文化財は市内全域に点在しているものの、特に「里沼」ストーリーと関係

の深い茂林寺沼・多々良沼・城沼周辺に多い。本計画では、本市の自然と文化を特徴づける沼

や沼とつながる河川を利用した暮らしに関連した歴史文化が存在する地区をその範囲とし、 茂

林寺沼エリア 、 多々良沼エリア 、 城沼エリア の３か所のエリアを設定することとした。 

 

 

 茂林寺沼エリア  

茂林寺沼エリアは館林市内の南にあ

り、「分福茶釜」で有名な茂林寺がある。茂

林寺に隣接して周囲約１キロメートルの茂

林寺沼があり、周辺には低地湿原が広がっ

ている。エリアの西方には東武伊勢崎線が

南北に走り、茂林寺前駅も置かれている。地

域の人々の信仰を伝える文化財が多いこと

から、日本遺産「里沼」ストーリーでは、「祈

りの沼」と位置付けている。」 

 

 

１)現状と課題、方針 

現状  館林市内にある沼の中でも、「茂林寺沼及び低地湿原」(以下「茂林寺沼湿原」)は、その

原型を特に良く残し、現在も湿原内では希少な動植物や、館林の原風景的な自然に触れる

ことができる。また、茂林寺には「分福茶釜」の伝説が伝わり、本市有数の観光拠点になっ

ている一方で、自然学習会や湿原清掃活動など、人と沼との多様な共生方法を実践する場

にもなっている。 

近年、茂林寺沼湿原は、治水等を目的とした周辺河川の改修等が進んだ結果、沼・湿原

に流入する水量が減少し、消滅の危機が生じている。特に水量減少に伴う水流の停滞によ

り起こる水質悪化で、貴重な動植物の保護だけでなく、湿原の乾燥化・草原化が懸念され

ている。 

また、年間を通して湿原の維持管理(除草作業や外来種駆除、ヨシ刈、木道等の整備・補

修)を実施しているが、除草作業費用や廃ヨシ処分費、木道等の整備・補修に関わるコスト

が市の文化財予算の約６～７割を占めており、他の文化財の保存・管理に充てるべき予算

を逼迫している状況にある。 

    その一方で、令和元年(2019)の日本遺産「里沼」認定後は、茂林寺沼エリアに対する興

写 6-1 「茂林寺沼及び低地湿原」 



 

味・関心も徐々に高まりつつあり、毎年春と秋に実施している湿原清掃活動や外来種駆除

活動への参加者は増加しており、地元住民だけでなく市内の民間企業や団体、NPO やボラ

ンティアなどの地域活動者、福祉作業所の利用者など参加者の幅も広がりを見せている。

今後も引続き、茂林寺沼エリアに関わる人を増やしながら、行政だけでなく地域一体とな

った保全・活用活動を展開することが重要となってきている。 

    茂林寺沼湿原にはヨシなどの湿原植物が繁茂し、館林市近隣の自治体にある沼や湿地で

は冬場の「ヨシ焼き」が行われ、ヨシを焼却するとともに湿原内の植生の適切な維持が図

られている。しかし、当該湿原においては、沼のすぐ近くに住宅地や社寺林・雑木林など

が広がっており、煙や飛散物などが発生する「ヨシ焼き」を行うことが不可能で、先述の

とおりヨシを刈取り、産業廃棄物として処分せざるを得ない状況にある。 

 

課題  茂林寺沼湿原の水量減少と水質悪化については、既設井戸の適切な維持管理により水量

を確保するとともに、新規井戸の掘削など更なる水量増加策を検討しながら、湿原の健全

化に沼と景観、沼に生息する貴重な動植物の保全を図るものとする。 

また、茂林寺沼湿原は、国内有数の低地湿原・低層湿原であり、年間を通じて各種保存・

活用事業を多く展開しているものの、市外における認知度は低いため、今後整備が計画さ

れている茂林寺沼南岸用地整備事業と連動しながら、普及・活用のためのガイダンス施設

等の整備やインターネットによる情報発信強化に努めていく。あわせて、茂林寺沼エリア

の自然や歴史文化について案内するガイド人材を育成し、エリアをフィールドとした自然

観察会や普及活動などを定期的開催にも取組む。 

現在、茂林寺沼湿原には木道や観察デッキ・沼デッキなどの施設があり、中央部を縦断

する「中央園路」もある。木道やデッキについては引続き改修などの維持管理を行う一方

で、「中央園路」については、沼の水流を阻害していることから、将来的な撤去と、それを

代替する沼縦断デッキ(遊歩道)の新設なども検討していくことが重要である。 

さらに、年間を通して湿原の維持管理(除草作業や外来種駆除、ヨシ刈、木道等の補修)を

実施しているが、除草作業費用や廃ヨシ処分費、木道等の整備・補修に関わるコストが掛

かることから、低コスト化やボランティアや民間事業者等の力も活用する必要がある。 

廃ヨシについては、地元高校・大学や福祉作業所、民間事業者等と連携しながら、廃ヨシの

利活用方策の研究・検討を進め、歴史文化を生かした商品・サービス等の造成に取組み、持続

可能な新たな環境サイクルの構築や、収益化による将来的な茂林寺沼・湿原の保全への還元を

目指すことが大切である。 

そして、現存する沼や湿原の現状を維持することが最優先ではあるものの、社会情勢等

の変化により湿原復原の求めが強くなった場合は、沼周辺にある緩衝地帯も含め環境を復

原することも模索していく必要がある。 

  



 

方針 

№ 方針 説明 

１ 茂林寺沼湿原の健全化対策の実施 
茂林寺沼湿原の水量増加や水質浄化に向けた対策

を講じ、湿原の維持と健全化を図る。 

２ 普及・活用のための施設等の整備 
茂林寺沼南岸用地整備と連動しながら茂林寺沼湿

原普及・活用のためのガイダンス施設等の整備を進
める。 

３ インターネットによる情報発信強化 

インターネット(ＷＥＢサイト・ＳＮＳ等)を活用
して、茂林寺沼の自然や歴史文化についての情報発
信を強化し、地域住民や来訪者等の興味関心を高め
る。 

４ 自然観察・歴史案内ガイドの育成 

来訪者に当該エリアの自然や歴史文化について案
内するガイドを育成する。ガイドの育成にあたって
は、茂林寺沼湿原をフィールドとした自然観察会や
普及活動を定期的に開催しながら、活動を担える人
材も育成していく。 

５ 
湿原内施設の維持と中央園路撤去
による縦断デッキ新設検討 

既設の木道・観察デッキ、解説サイン等の維持管
理を行いつつ、水量減少や水質悪化の要因となって
いる中央園路の撤去による、沼縦断デッキ(遊歩道)
新設なども検討する。 

６ 廃ヨシ利活用方策の研究・検討 

地元高校・大学や福祉作業所、民間事業者等と連
携しながら、廃ヨシの利活用方策の研究・検討を進
め、歴史文化を生かした商品・サービス等の造成に
取組み、持続可能な新たな環境サイクルの構築を目
指し、収益化による将来的な茂林寺沼・湿原の保全
への還元を図る。 

 

２)具体的措置 

方 針 １ 茂林寺沼湿原の健全化対策の実施 

具 体 的 措 置 ❶新規井戸掘削と既設井戸の維持管理 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 茂林寺沼湿原 

事 業 主 体 者 市(文化振興課) 

財 源 市 

内 容 
茂林寺沼北部(ホタルの里付近)に深度３０ｍの浅井戸を新設して沼への流
水量の増加を図る。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 １ 茂林寺沼湿原の健全化対策の実施 

具 体 的 措 置 ❷水質浄化装置導入の研究・検討 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 茂林寺沼湿原 

事 業 主 体 者 市(文化振興課) 

財 源 市・群馬県(補助金)・国(文化庁・環境省)補助金 

内 容 
貴重な動植物の生育保護を目的とし水質浄化技術・仕組みを研究し将来的
な導入を検討する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 ― 

 



 

方 針 ２ 普及・活用のための施設等の整備 

具 体 的 措 置 ❸南岸用地利活用事業推進 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 茂林寺沼湿原 

事 業 主 体 者 市(つつじのまち観光課・関係課)・民間事業者 

財 源 市・民間資金 

内 容 
民間活力を導入して自然や歴史文化、遊びや憩いを体感できる施設を整備
し誘客を図る。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 ２ 普及・活用のための施設等の整備 

具 体 的 措 置 ❹南岸用地へのガイダンスコーナー開設 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 茂林寺沼湿原 

事 業 主 体 者 市(文化振興課)・民間事業者 

財 源 市・民間資金 

内 容 
南岸用地事業と連携し茂林寺沼や動植物の普及を図るガイダンスセンタ
ーの開設を促進する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 ３ インターネットによる情報発信強化 

具 体 的 措 置 ❺インターネット等による情報発信強化 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 茂林寺沼湿原 

事 業 主 体 者 市(文化振興課)・地域活動者 

財 源 市・民間資金 等 

内 容 
インターネット(SNS等)を活用して茂林寺沼や文化財としての魅力の積極
的な発信に取組む。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 ４ 自然観察・歴史案内ガイドの育成 

具 体 的 措 置 ❻自然学習会・講座・ワークショップ等の実施 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 茂林寺・茂林寺沼湿原 

事 業 主 体 者 市(文化振興課)・所有者・関係者・地域活動者 

財 源 市 

内 容 
専門家やガイド団体と連携し自然や歴史に関する講座を開講しながら次
世代育成を行う。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

 



 

方 針 ４ 自然観察・歴史案内ガイドの育成 

具 体 的 措 置 ❼ガイド団体と連携した茂林寺沼散策講座の実施 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 茂林寺・茂林寺沼湿原 

事 業 主 体 者 市(文化振興課)・所有者・関係者・地域活動者 

財 源 市 

内 容 
専門家やガイド団体と連携し自然や歴史に関する講座を開講しながら次
世代育成を行う。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 ５ 湿原内施設の維持と中央園路撤去による縦断デッキ新設検討 

具 体 的 措 置 ❽木道・解説サイン・沼デッキの維持改修 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 茂林寺沼湿原 

事 業 主 体 者 市(文化振興課) 

財 源 市 

内 容 
木道や解説サイン等の施設の維持管理を継続し、特に老朽化した沼デッキ
は改修し、沼に生息する野鳥・昆虫などを観察できる環境を整備する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 ５ 湿原内施設の維持と中央園路撤去による縦断デッキ新設検討 

具 体 的 措 置 ❾沼縦断デッキ(遊歩道)の新設検討 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 茂林寺沼湿原 

事 業 主 体 者 市(文化振興課・関係課) 

財 源 市・群馬県(補助金)・国(環境省)補助金 

内 容 
沼の水流を妨げる中央園路の撤去と、その代替となる沼縦断デッキ(遊歩
道)設置を検討する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

 

方 針 ６ 廃ヨシ利活用方策の研究・検討 

具 体 的 措 置 ➓廃ヨシ利活用方策の研究・検討 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 茂林寺沼湿原 

事 業 主 体 者 市(文化振興課)・関係団体・民間事業者・地域住民・学校 

財 源 市 

内 容 
地域の活動者と連携して沼の廃ヨシを利活用した新たな商品やサービス
の造成・展開を図る。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 



 

３)成果指標(ＫＰＩ)設定 

茂林寺沼エリアについては、文化振興課の文化財保護・管理に関わる年間予算のうち約７割

を超える額が湿原の除草・ヨシ刈・廃ヨシ処分等の維持管理のために投入されている。令和６

年度からその一部を地元高校・大学、福祉作業所や民間事業者等による湿原健全化活動やヨシ

利活用検討への転換を図る取組みにも着手していることから(約３％)、令和１５年度までにさ

らにこの取組みを強化し、茂林寺沼に関わる年間予算のうち約１０％を転換させることを目標

値とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写 6-2 茂林寺沼湿原清掃活動 写 6-3 湿原での外来種駆除活動 

写 6-4 冬季のヨシ刈作業 写 6-5 復活しつつあるカキツバタの群生 

《成果指標(ＫＰＩ)》 
  茂林寺沼エリア 

 
地域活動者による湿原健全化活動へのコスト転換率 

  《令和６年度(2024)》約３％  →《令和１６年度(2034)》約１０％ 
             ※市文化振興課の決算ベースで算出 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重点プロジェクト 

❶日本遺産「里沼」の推進   ⇒(Ａ)沼辺遺産区域― 茂林寺沼エリア  

方針１ 茂林寺沼湿原の健全化対策の実施 

方針２ 普及・啓発のための施設等の整備 

方針３ インターネットによる情報発信強化 

方針４ 自然観察・歴史案内ガイドの育成 

方針５ 湿原内施設の維持と 

        中央園路撤去による縦断デッキ新設検討 

方針６ 廃ヨシ利活用方策の研究・検討 

❼

専門家やガイド団体と連携し自然や
歴史に関する講座を開講しながら次
世代育成を行う。 

❻

❶ 

❷ 

❸ 

❽ 

❹ 

❾ 

➓ 

写 6-6 自然学習会 

❺

インターネット(SNS 等)を活用して
茂林寺沼や文化財としての魅力の積
極的な発信に取組む。 

❸南岸用地利活用事業推進 

民間活力を導入して自然や歴史文
化、遊びや憩いを体感できる施設
を整備し誘客を図る。 

❷

貴重な動植物の生育保護を目的と
し水質浄化技術・仕組みを研究し
将来的な導入を検討する。 

❶

茂林寺沼北部(ホタルの里付近)に深
度３０ｍの浅井戸を新設して沼への
流水量の増加を図る。 

➓廃

地域の活動者と連携して沼の廃ヨシ
を利活用した新たな商品やサービス
の造成・展開を図る。 

沼の水流を妨げる中央園路の撤去
と、その代替となる沼縦断デッキ
(遊歩道)設置を検討する。 

❾

■主な文化財・歴史文化資源 

・茂林寺沼及び低地湿原 

（天然記念物/県指定） 

・茂林寺 

（建造物/未指定） 

・茂林寺のラカンマキ 

（天然記念物/県指定） 

・堀工町のどんど焼き 

（無形の民俗文化財/未指定） 

❽

老朽化した沼デッキを改修し沼に生
息する野鳥・昆虫などを観察できる
環境を整備する。 

南岸用地事業と連携し茂林寺沼や動
植物の普及を図るガイダンスセンタ
ーの開設を促進する。 

❹

（A）沼辺遺産区域 図 6-1 内、茂林寺沼エリアに該当 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針 № 事業名 主体者 年次計画 
新規 

継続 

１ ❶ 新規井戸掘削と既設井戸の維持管理 市(文化振興課) 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
新規 

１ ❷ 水質浄化装置導入と研究・検討 市(文化振興課) 
令和７～１３年度 

(2025～2031) 
新規 

２ ❸ 南岸用地利活用事業推進 
市(つつじのまち観光課) 

市(関係課) 
民間事業者 

令和７～１６年度 
(2025-2034) 

新規 

２ ❹ 南岸用地へのガイダンスコーナー開設 
市(文化振興課) 

民間事業者 
地域活動者 

令和７～１６年度 
(2025-2034) 

新規 

３ ❺ インターネット等による情報発信強化 市(文化振興課) 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
継続 

４ ❻ 自然学習会・講座・ワークショップ等の実施 
市(文化振興課) 
市(生涯学習課) 

令和７～１６年度 
(2025-2034) 

継続 

４ ❼ ガイド団体と連携した茂林寺沼散策講座の実施 
市(文化振興課) 

ガイド団体 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
継続 

５ ❽ 木道・解説サイン・沼デッキの維持改修 
市(文化振興課) 

群馬県 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
継続 

５ ❾ 沼縦断デッキ(遊歩道)の新設検討 
市(文化振興課) 

保護保全専門委員会 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
新規 

６ ➓ 廃ヨシ利活用方策の研究・検討 
市(文化振興課)・学校 

福祉作業所・民間事業者 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
継続 

  

成果指標(KPI)の設定 

高コストな茂林寺沼湿原の維

持管理を転換しながら、地域

での持続可能な湿原健全化サ

イクルの構築を目指す。 

成果指標 

地域活動者による 
湿原健全化活動への 

コスト転換率 
＊市文化振興課の決算ベースで算出 

ただし基準値は令和６年度予算ベース 

基準値 
(年度) 

約３％ 
(令和６年度(2024)) 

目標値 
(年度) 

約１０％ 
(令和１６年度(2034)) 

写 6-7 昆虫調査隊 写 6-8 地元高校生による清掃活動 写 6-9 沼縦断デッキ(イメージ) 



 

 多々良沼エリア  

 

多々良沼エリアは館林市内の西にあり、「大谷

休泊の墓」などの文化財や群馬県立多々良沼公

園や群馬県立館林美術館などがある。周囲約５

キロメートルの多々良沼があり、沼の東側には

内陸古砂丘と呼ばれる松林がある。エリアの北

方には東武伊勢崎線が東西に走り、多々良駅も

近い。地域の人々の生業や産業とつながりのあ

る文化財が多いことから、日本遺産「里沼」ス

トーリーでは、「実りの沼」と位置付けている。 

 

１)現状と課題、方針 

現状  多々良沼は周辺、日本遺産「里沼」ストーリーでは「実りの沼」と位置付けられており、

沼周辺には古代たたら製鉄関連の「多々良沼遺跡」や「松沼町遺跡」、古利根川が形成した

「内陸古砂丘」をはじめとして文化財や歴史文化資源が多い。 

令和元年(2019)の日本遺産「里沼」認定後、多々良沼の歴史文化を伝えるための講座や

散策ガイド、ワークショップなども市や県などで開催しており、徐々にその開催数も増加

している。多々良沼への来訪者数は増加の一途を辿っているが、周辺施設としては群馬県

立多々良沼公園の管理事務所・ボランティアセンター、群馬県立館林美術館、市野鳥観察

棟しかなく、来訪者をおもてなしする施設が少ない。 

 

課題  多々良沼周辺にある「多々良沼遺跡」や「松沼町遺跡」、「内陸古砂丘」をはじめとして、

科学分析等による詳細調査を実施し、学術的価値付けを行う必要がある。 

また、文化財や歴史文化資源は多いが、設置された解説サインの数が少ないため、多々

良沼に足を運んだ来訪者に分かりづらい状況にある。しかし、多々良沼周辺は県立公園区

域のため、解説サインが容易に設置できないことから、パンフレット発行やＡＲ(拡張現実)

システムなどを活用した解説手法の検討が重要である。 

多々良沼の歴史文化を伝えるための講座や散策ガイド、ワークショップに関しては、群

馬県立多々良沼公園や群馬県立館林美術館、ガイド団体、地域活動者等と連携しながら講

座等の開催回数や新たな企画などを展開し、普及啓発を強化していくことが大切である。 

さらには、レストランやカフェ、土産物やグッズ販売所など来訪者の満足度を高めるた

めのおもてなし施設・機能が不足していることから、パークＰＦＩ＊導入や周辺への誘致

等も検討していく。おもてなし施設の整備とあわせ、自然や歴史文化を伝えるためのコー

ナー設置やインスパイアされた商品・サービス造成を検討し、来訪者満足度を高める取組

みが求められている。 

 

  

＊パークＰＦＩ(Park－PFI) 
公園の整備を行う民間事業者を公募により選定する制度。公園に民間の優良な投資を誘導する
ことで、管理者の財政的負担を軽減しながら公園の質や利便性を向上させる目的がある。 

写 6-10 多々良沼 



 

方針 

№ 方針 説明 

１ 
日本遺産「里沼」ストーリー掘下げの

ための詳細調査 

日本遺産「里沼」ストーリーの掘下げのため、古代た
たら製鉄遺跡の継続調査実施、館林市・邑楽町・千代田
町による３市町合同での「内陸古砂丘」詳細調査を行
う。「内陸古砂丘」調査においては、複数箇所でのボーリ
ングによりサンプル採集、砂層の科学分析を行い、学術
的価値付けに取組み、将来的な指定・登録文化財化を視
野に入れる。 

２ 解説サイン・パンフレット等の充実 

当該エリアの自然と歴史文化について地域住民や来訪
者に伝えるための解説サイン・パンフレット等の充実に
引続き取組む。日本遺産「里沼」推進事業で導入したＡ
Ｒ(拡張現実)システムをはじめとした、デジタル技術を
活用した新たな解説手法などの検討・展開も図る。 

３ 
地域活動者と連携した講座・ワーク

ショップ開催強化 

群馬県立多々良沼公園や群馬県立館林美術館、ガイド
団体、地域活動者などと連携しながら、多々良沼の歴史
文化を伝えるための講座や散策ガイド、ワークショップ
等の開催を増やし、普及啓発を強化していく。 

４ 
来訪者満足度向上のためのおもて

なし施設整備・機能充実 

群馬県や市の公園区域内におけるパークＰＦＩ等の導
入を検討し、多々良沼周辺への来訪者が自然や歴史文
化、芸術にインスパイアされた商品・サービスを提供・
購入できるレストラン・カフェや物産販売所などのおも
てなし施設整備・機能充実に取組む。また、民間事業者
等に積極的に働きかけ、沼周辺の土地への賑わい機能(観
光案内所・グッズ・飲食)の誘致にも取組んでいく。 

 

２)具体的措置 

方 針 １ 日本遺産「里沼」ストーリー掘下げのための詳細調査 

具 体 的 措 置 ❶多々良沼関連製鉄遺跡調査と調査結果の普及ＰＲ 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 多々良沼遺跡 

事 業 主 体 者 市(文化振興課)・関係団体 

財 源 市 

内 容 
令和２年(2020)から館林市史編さんセンターが実施してきた製鉄遺跡調
査を継続し、その調査結果も公表しながら普及・ＰＲを図る。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 １ 日本遺産「里沼」ストーリー掘下げのための詳細調査 

具 体 的 措 置 ❷３市町合同「内陸古砂丘」調査実施 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 内陸古砂丘 

事 業 主 体 者 市(文化振興課)・関係団体 

財 源 市 

内 容 
「内陸古砂丘」が跨る、館林市と邑楽町・千代田町による合同詳細調査を
行い、古砂丘の学術的価値づけを進める。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 



 

方 針 ２ 解説サイン・パンフレット等の充実 

具 体 的 措 置 ❸解説サイン整備・パンフレット発行 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 多々良沼遺跡・松沼町遺跡等 

事 業 主 体 者 市(文化振興課)・関係団体 

財 源 市・国(文化庁)補助金・ふるさと納税・企業版ふるさと納税・寄付 等 

内 容 
地域住民や来訪者に多々良沼にまつわる歴史や文化を伝えるための解説
サイン設置やパンフレット発行を継続して実施する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 ２ 解説サイン・パンフレット等の充実 

具 体 的 措 置 ❹デジタル技術活用による新解説手法の検討 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 多々良沼遺跡・松沼町遺跡等 

事 業 主 体 者 市(文化振興課)・関係団体 

財 源 市・国(文化庁)補助金 等 

内 容 
デジタル技術を用いた新たな解説手法を研究・検討し、多々良沼の歴史文
化、自然をはじめとした魅力発信・伝達を強化する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 ３ 地域活動者と連携した講座・ワークショップ開催強化 

具 体 的 措 置 ❺講座・散策ガイド・ワークショップ等の開催強化 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 多々良沼遺跡・松沼町遺跡等 

事 業 主 体 者 市(文化振興課)・群馬県・関係団体・住民・地域 

財 源 市・群馬県・民間資金 等 

内 容 
市や群馬県だけでなく、関係団体や地域活動者と連携した各種講座やワー
クショップを展開し歴史や文化の普及・ＰＲに取組む。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 ４ 来訪者満足度向上のためのおもてなし施設整備・機能充実 

具 体 的 措 置 ❻パークＰＦＩによる施設整備の検討 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 多々良沼遺跡・松沼町遺跡等 

事 業 主 体 者 市(関係課)・群馬県・関係団体・民間事業者 

財 源 市・群馬県・国(国土交通省)補助金・民間資金 等 

内 容 
市や群馬県だけでなく、関係団体や地域活動者と連携した各種講座やワー
クショップを展開し歴史や文化の普及・ＰＲに取組む。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

  



 

方 針 ４ 来訪者満足度向上のためのおもてなし施設整備・機能充実 

具 体 的 措 置 ❼民間事業者誘致によるおもてなし機能の検討 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 多々良沼遺跡・松沼町遺跡等 

事 業 主 体 者 市(関係課)・群馬県・関係団体・民間事業者 

財 源 市・群馬県・民間資金 等 

内 容 
多々良沼周辺への民間事業者の誘致を検討し、おもてなし機能の強化や沼
周辺施設やスポットとの回遊性向上を図り、賑わいを醸成する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

 

３)成果指標(ＫＰＩ)設定 

多々良沼エリアについては、年間を通じて約７０万人が来訪している。上記の基本方針で記載

した各種取組みを進めることにより、来訪者満足度をさらに高めることが可能であるため、令和

３年度(2021)実績である来訪者数の約７０万人を基準値として、令和１６年度(2034)には約８５

万人まで引き上げることを目標値とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写 6-11 多々良沼遺跡ボーリング調査 写 6-12 多々良沼講座 

《成果指標(ＫＰＩ)》 
  多々良沼エリア 

 
群馬県立多々良沼公園への来訪者数 

 《令和３年度(2021)》約７０万人  →《令和１６年度(2034)》約８５万人 

     ※群馬県立多々良沼公園指定管理者の推計値で算出する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重点プロジェクト 

❶日本遺産「里沼」の推進   ⇒(Ａ)沼辺遺産区域― 多々良沼エリア  

❺

県・市公園内におけるパークＰＦＩを
活用した施設整備を検討し来訪者満足
度向上を図る。 

❷ 

❺ 

❼ 

❼

地域活動者と連携した各種講座やワークシ
ョップを展開し歴史や文化の普及・ＰＲに
取組む。 

❻

民間事業者誘致を検討し、賑わい
機能の強化や沼周辺施設やスポッ
トとの回遊性向上を図る 

❶ 

方針１ 日本遺産「里沼」ストーリー掘下げのための詳細調査 

方針２ 解説サイン・パンフレット等の充実 

方針３ 地域活動者と連携した講座・ワークショップ開催強化 

方針４ 来訪者満足度向上のための 

おもてなし施設整備・機能充実 

写 6-13 日本遺産「里沼」サテライト展示室 

（A）沼辺遺産区域図 6-1 内、多々良沼エリアに該当 

■主な文化財・歴史文化資源 

・多々良沼遺跡 

（遺跡/未指定） 

・松沼町遺跡 

（遺跡/未指定） 

・内陸古砂丘 

（地質鉱物/未指定） 

・大谷休泊の墓 

（史跡/県指定） 

❸

地域住民や来訪者に歴史や文化を
伝えるための解説サインやパンフ
レット発行を継続する。 

❷

館林市・邑楽町・千代田町による
合同詳細調査を行い、古砂丘の学
術的価値づけを進める。 

❶

令和２年度から市史編さんセンタ
ーが実施してきた製鉄遺跡調査を
継続し、普及活動を行う。 

❹

デジタル技術を用いた新たな
解説手法を研究・検討し、沼
の魅力発信・伝達を強化す
る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針 № 事業名 主体者 年次計画 
新規 

継続 

１ ❶ 多々良沼関連製鉄遺跡調査と調査結果の普及ＰＲ 
市(文化振興課) 

関係団体 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
継続 

１ ❷ ３市町合同「内陸古砂丘」調査実施 
市(文化振興課) 

関係団体 
令和７～１６年度 

(2025～2034) 
新規 

２ ❸ 解説サイン整備・パンフレット発行 
市(文化振興課) 

関係団体 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
継続 

２ ❹ デジタル技術活用による新解説手法の検討 
市(文化振興課) 

関係団体 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
継続 

３ ❺ 講座・散策ガイド・ワークショップ等の開催強化 
市(文化振興課) 

群馬県・関係団体 
住民・地域 

令和７～１６年度 
(2025-2034) 

継続 

４ ❻ パークＰＦＩによる施設整備の検討 
市(関係課) 

群馬県・関係団体 
民間事業者 

令和７～１６年度 
(2025-2034) 

新規 

４ ❼ 民間事業者誘致によるおもてなし機能の検討 
市(関係課) 

群馬県・関係団体 
民間事業者 

令和７～１６年度 
(2025-2034) 

新規 

 

 

 

  

成果指標(KPI)の設定 

多々良沼がもつ歴史や文化
の魅力を高めることで満足
度を強化し来訪者数を増加
させる。 

成果指標 

多々良沼公園 
来訪者数 

＊群馬県立多々良沼公園指定管理者が 

実施するカウント・推計値で算出 

基準値 
(年度) 

約７０万人 
(令和３年度(2021)) 

目標値 
(年度) 

約８５万人 
(令和１６年度(2034)) 

写 6-14 内陸古砂丘 写 6-15 解説サイン・ＡＲシステム 写 6-16 講座・ワークショップ 



 

 城沼エリア  

 

城沼エリアは館林市内の東にあり、国指

定名勝「躑躅ヶ岡」や市指定史跡「館林城

跡」などの文化財や館林市役所、館林市文

化会館、館林市立図書館、館林市立資料館、

田山花袋記念文学館、向井千秋記念子ども

科学館などの公共施設がある。周囲約４キ

ロメートルの城沼があり、沼の南側には「つ

つじが岡公園」やＪＡ農産物直売所「ぽん

ぽこ」などがある。エリアの周辺には館林

城や歴代城主との関連がある「尾曳稲荷神

社」や「善導寺」、「善長寺」などの寺社仏閣がある。近世期の館林城築城や歴代城主とつなが

りのある文化財が多いことから、日本遺産「里沼」ストーリーでは、「守りの沼」と位置付けて

いる。 

 

１)現状と課題、方針 

現状  城沼南岸にあり、本市最大の観光スポットである国指定名勝「躑躅ヶ岡」(つつじが岡公

園)は、近隣に観光地が増え、近年は来場者が減少傾向にある。また、平成２１年(2009)に

策定した『名勝「躑躅ヶ岡(ツツジ)」保存管理計画策定書』策定から１５年が経過している

ことから改定を必要としている。 

    また、城沼西岸の館林市役所周辺には、館林市立資料館(第一資料館・第二資料館)、田山

花袋記念文学館、向井千秋記念子ども科学館、館林城跡(本丸及び三の丸土塁・土橋門)な

ど、本市の歴史文化を見学できる施設が集積しているが、施設や展示物の老朽化が著しく、

今後の人口減少・財政縮小により運営の継続が不可能になる恐れがある。 

    館林市立資料館(第一資料館)と田山花袋記念文学館においては、資料収蔵庫があるもの

の、古い施設のため資料保存に適した設備を有しておらず、また資料収蔵庫自体も経年の

資料収集により収蔵スペースの確保が困難になっている状態にある。 

    さらには、館林城跡の本丸及び三の丸土塁・土橋門などは広大な面積を有し、敷地内に

おける高木・低木をはじめとした樹木の適切な管理や定期的な除草等も含め、関連する文

化財の適切な保全や景観維持が求められている。 

 

課題  国指定名勝「躑躅ヶ岡」については保存管理計画の改定に取組み、推定樹齢８００年を

超えるつつじ古木群や城沼対岸からの眺望を含めた周辺景観保護だけでなく、さらなる魅

力向上を目指し、周辺を含め来訪者利便施設の改修・整備などを位置付けていく必要があ

る。 

また、「つつじ映像学習館」における「つつじ」、日本遺産「里沼」を含めた展示機能の維

持向上に努めるほか、歴史的建造物である「旧秋元別邸」を活用した本市の歴史文化のＰ

写 6-17 城沼 



 

Ｒも強化する必要がある。 

    館林市立資料館(第一資料館・第二資料館)、田山花袋記念文学館、向井千秋記念子ども科

学館等の見学施設については、維持改修を行いながら引続き魅力ある展示や企画の実施に

取組む必要がある。収蔵スペースや適切な資料保存管理のための設備・機能の導入につい

ては、市で検討している施設集約・複合化やコンパクトシティの動向と連動しながら、検

討を進めていく一方で、資料の保存・管理にあたっては、計画的な受け入れをするため「コ

レクションマネジメント規定」を設定しながら、資料の収蔵可否だけでなく中・長期的な

収蔵物管理・収蔵庫スペースの確保・コントロールも行っていく必要がある。 

    さらには館林城跡に関する維持管理は、予算確保に注力しつつ、地域活動者のマンパワ

ーや一部作業をボランティアに委託するアダプト制度等も活用しながら、適切な管理に努

める。往時の歴史的風情や本市の歴史文化の魅力が体感できるような再整備について検討

する。 

 

方針 

№ 方針 説明 

１ 
国指定名勝「躑躅ヶ岡」保存管理計画 

改定及び周辺整備推進 

国指定名勝「躑躅ヶ岡」保存管理計画の見直しと

合わせて、情報発信や活用を充実させるためのハー

ド・ソフト整備を推進する。また「旧秋元別邸」を

含む第二公園及び周辺区域の魅力向上も図る。 

２ 
館林市立資料館・田山花袋記念文学館 

における企画展・講座等開催 

館林市立資料館(第一資料館・第二資料館)及び田

山花袋記念文学館等の文化財関連施設における魅力

ある企画展・特別展を開催するとともに、地域の歴

史文化にちなんだ講座や講演会、ワークショップな

どを開催し、さらなる普及を図る。 

３ 文化財保存・展示施設再整備の検討 

文化財関連施設の建物や収蔵庫、展示設備等の改

修等を進め、適切な資料管理・保存につとめるとと

もに、将来的な施設統合の検討に合わせた収蔵スペ

ース確保やコレクションマネジメント規定の作成等

を検討する。 

４ 
館林城跡の適切管理と 

魅力向上整備強化 

館林城跡にある土塁（本丸・三の丸）や土橋門、周辺の

文化財関連施設の樹木管理や除草を定期的に行うため有

償ボランティアによる管理委託等も導入しコスト低減を

図る。また、往時の歴史的風情を体感できるよう館林城跡

関連の再整備も検討し、館林市の歴史文化の魅力の向上に

取組む。 

 

 

 

 

 



 

２)具体的措置 

方 針 １ 国指定名勝「躑躅ヶ岡」保存管理計画改定及び周辺整備推進 

具 体 的 措 置 ❶『名勝「躑躅ヶ岡(ツツジ)」保存管理計画策定書』の改定 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 躑躅ヶ岡(ツツジ) 

事 業 主 体 者 市(文化振興課・関係課) 

財 源 市 

内 容 
国指定名勝「躑躅ヶ岡」の『保存管理計画策定書』を改定し、推定樹齢８
００年のつつじ古木群や城沼北岸からの眺望景観などの保全と活用を推
進する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

 

方 針 １ 国指定名勝「躑躅ヶ岡」保存管理計画改定及び周辺整備推進 

具 体 的 措 置 ❷サイクリングターミナル再整備・運営 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 躑躅ヶ岡(ツツジ) 

事 業 主 体 者 市(つつじのまち観光課) 

財 源 市 

内 容 
城沼南岸にある宿泊施設であるサイクリングターミナルを再整備し、国指
定名勝「躑躅ヶ岡」や日本遺産「里沼」を構成する城沼、地域の歴史文化
を体感できる拠点の形成と展開に取組む。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 ― 

 

 

方 針 ２ 館林市立資料館・田山花袋記念文学館における企画展・講座等開催 

具 体 的 措 置 ❸館林市立資料館・田山花袋記念文学館における魅力ある展示会開催 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 全 

事 業 主 体 者 市(文化振興課) 

財 源 市 

内 容 
館林市立資料館(第一資料館・第二資料館)・田山花袋記念文学館における
魅力ある企画展・特別展を開催しながら入館者増加に取組む。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

 

 

 

 

 

 



 

方 針 ２ 館林市立資料館・田山花袋記念文学館における企画展・講座等開催 

具 体 的 措 置 ❹館林市立資料館・田山花袋記念文学館関連講座・普及活動開催 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 全・田山花袋 

事 業 主 体 者 市(文化振興課) 

財 源 市 

内 容 
館林市立資料館(第一資料館・第二資料館)・田山花袋記念文学館で地域の
歴史文化や日本遺産「里沼」にちなむ講座や講演会などを開催しさらなる
普及を図る。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

 

方 針 ２ 館林市立資料館・田山花袋記念文学館における企画展・講座等開催 

具 体 的 措 置 ❺「里沼」体感ワークショップの実施 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 全 

事 業 主 体 者 市(文化振興課)・所有者・関係者・関係団体・民間事業者 

財 源 市・ふるさと納税・企業版ふるさと納税・民間資金 等 

内 容 
地域活動者等と連携して日本遺産「里沼」や城沼の歴史文化を体感できる
散策講座やワークショップを実施する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

 

方 針 ３ 文化財保存・展示施設再整備の検討 

具 体 的 措 置 ❻文化財関連施設の維持管理・改修強化 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 全 

事 業 主 体 者 市(文化振興課) 

財 源 市 

内 容 
文化財関連施設の建物や収蔵庫、展示設備等の改修を進め、適切な管理・
保存を行う。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

方 針 ３ 文化財保存・展示施設再整備の検討 

具 体 的 措 置 ❼文化財関連施設等の施設複合化検討  
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 全 

事 業 主 体 者 市(文化振興課・関係課) 

財 源 市 

内 容 
文化財関連施設の建物や収蔵庫、展示設備等の改修を進め、適切な管理・
保存を行う。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

 

方 針 ３ 文化財保存・展示施設再整備の検討 

具 体 的 措 置 ❽コレクションマネジメント規定の検討 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 全 

事 業 主 体 者 市(文化振興課) 

財 源 市 

内 容 
文化財関連施設で収集・収蔵する資料のコレクションマネジメント規定の
作成等を検討する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

 

方 針 ４ 館林城跡の適切管理と魅力向上整備強化 

具 体 的 措 置 ❾館林城跡における樹木管理・除草の強化  
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 全 

事 業 主 体 者 市(文化振興課) 

財 源 市 

内 容 
館林城跡の土塁・土橋門のほか周辺の文化財関連施設の樹木剪定・除草の
取組を強化する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

方 針 ４ 館林城跡の適切管理と魅力向上整備強化 

具 体 的 措 置 ➓館林城跡関連の再整備検討  
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 全 

事 業 主 体 者 市(文化振興課・関係課) 

財 源 市 

内 容 
館林藩時代の歴史的風情を体感できるよう館林城跡関連の再整備も検討
する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

 

３)成果指標(ＫＰＩ)設定 

城沼エリアについては文化財関連施設が集積していることから、館林市立資料館(第一資料館・

第二資料館)・田山花袋記念文学館・鷹匠町武家屋敷「武鷹館」の年間入館者数を成果指標(ＫＰ

Ｉ)として設定する。令和４年度(2022)実績である 24,203 人を基準値として、令和１６年度(2034)

には 35,000 人まで引き上げることを目標値とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《成果指標(ＫＰＩ)》 
  城沼エリア 

 
文化財関連施設の年間入館者数 

 《令和４年度(2022)》24,203人  →《令和１６年度(2034)》35,000人 

写 6-18 田山花袋記念文学館展示解説会 写 6-19 館林城跡周辺でのイベント 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重点プロジェクト 

❶日本遺産「里沼」の推進   ⇒(Ａ)沼辺遺産区域― 城沼エリア  

❷

宿泊施設を再整備し、城沼や市内
の歴史文化を体感できる拠点形成
と展開に取組む。 

❶
① 

❻
⑥ 

❷
② 

❼

文化財関連施設を含む将来的な施
設統合・複合化に合わせ収蔵スペ
ース確保も検討していく。 

❽

文化財関連施設で収集・収蔵する
資料のコレクションマネジメント
規定の作成等を検討する。 

❺

地域活動者と連携して城沼の歴史
文化を体感できる散策講座やワー
クショップを実施する。 

方針１ 国指定名勝「躑躅ヶ岡」保存管理計画改定及び周辺整備推進 

方針２ 館林市立資料館・田山花袋記念文学館 

における企画展・講座等開催 

方針３ 文化財保存・展示施設再整備の検討 

方針４ 館林城跡の適切管理と魅力向上整備強化 

写 6-20 館林城跡・三の丸土橋門 

❸❹❺ 

❻❼❽ 

■主な文化財・歴史文化資源 

・躑躅ヶ岡(ツツジ) 

（名勝/国指定） 

・尾曳稲荷神社 

（建造物/未指定） 

・善長寺 

（建造物/未指定） 

・館林城主榊原忠次の 

母祥室院殿の墓および石燈籠 

（史跡/市指定） 

・善導寺 

（建造物/未指定） 

・榊原康政の墓附同画像 

（史跡/県指定） 

・旧秋元別邸 

（建造物/未指定） 

・旧上毛モスリン事務所 

（重要文化財/県指定） 

・田山花袋旧居及び 

旧居跡附建家売渡証一札 

（史跡/市指定） 

❶

躑躅ヶ岡の保存管理計画を改定し
古木群や城沼北岸からの眺望景観
保全と活用を展開する。 

❸

資料館・文学館における魅力ある企画
展・特別展を開催しながら入館者増加
に取組む。 

❹

資料館・文学館で地域の歴史文化
にちなむ講座や講演会などを開催
しさらなる普及を図る 

❾

館林城跡の土塁・土橋門のほか周辺の
文化財関連施設の樹木剪定・除草の取
組を強化する。 

➓

館林藩時代の歴史的風情を体感できる
よう館林城跡関連の再整備も検討す
る。 

（A）沼辺遺産区域 図 6-1 内、城沼エリアに該当 

❻

文化財関連施設の建物や収蔵庫、展示
設備等の改修を進め、適切な管理・保
存を行う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針 № 事業名 主体者 年次計画 
新規 

継続 

１ ❶ 『名勝「躑躅ヶ岡(ツツジ)」保存管理計画策定書』の改定 市(文化振興課・関係課) 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
新規 

１ ❷ サイクリングターミナル再整備・展開 市(つつじのまち観光課) 
令和７～１６年度 

(2025～2034) 
継続 

２ ❸ 館林市立資料館・田山花袋記念文学館 
における魅力ある展示会開催 

市(文化振興課) 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
継続 

２ ❹ 館林市立資料館・田山花袋記念文学館 
関連講座・普及活動開催 

市(文化振興課) 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
継続 

２ ❺ 「里沼」体感ワークショップの実施 
市(文化振興課) 
所有者・関係者 

関係団体・民間事業者 

令和７～１６年度 
(2025-2034) 

継続 

３ ❻ 文化財関連施設の維持管理・改修強化 市(文化振興課) 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
新規 

３ ❼ 文化財関連施設等の施設複合化検討 市(文化振興課・関係課) 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
新規 

３ ❽ コレクションマネジメント規定の検討 市(文化振興課) 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
新規 

４ ❾ 館林城跡における樹木管理・除草の強化 市(文化振興課・関係課) 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
継続 

４ ➓ 館林城跡の適切管理と魅力向上整備強化 市(文化振興課) 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
新規 

 

 

成果指標(KPI)の設定 

城沼エリアに集積する文化

財関連施設の充実を図るこ

とで入館者を増やし、本市

の魅力発信・ＰＲを図る。 

成果指標 

文化財関連施設 
年間入館者数 

＊館林市立資料館(第一・二資料館) 
田山花袋記念文学館 

鷹匠町武家屋敷「武鷹館」 

基準値 
(年度) 

24,203 人 
(令和４年度(2022)) 

目標値 
(年度) 

35,000 人 
(令和１６年度(2034)) 

写 6-21 城沼北岸からのつつじが岡 写 6-22 館林城跡本丸土塁 写 6-23 第二資料館でのコンサート 



 

 
❷旧二業見番の改修・活用   ＊文化財保存活用区域 (Ｂ)里沼のもてなし文化区域 

 

 

 館林駅東・旧城下町エリア  

館林駅東・旧城下町エリアは館林市内のほぼ

中央部にあり、東武伊勢崎線館林駅や国登録有

形文化財「分福酒造店舗」や「旧館林二業見番組

合事務所」(以下「旧二業見番」)などの文化財が

ある。江戸時代には館林城の城下町にあたり、

現在でも当時の道路や町割りが残っている。 

エリアの中央を「旧日光脇往還」が南北に走

り、館林駅からエリア東側の館林市役所・館林

市文化会館付近まで、文化財や歴史的建造物が 

点在しており「歴史の小径」と呼ばれ、地元住民

や市外からの来訪者に親しまれている。 

日本遺産「里沼」ストーリーでは、鉄道開通に伴うまちの近代化や工業化により賑わいが生ま

れ、「里沼」につながる風土や生業などの地域特性は、来訪者へのおもてなし文化として花開いた

ことから、「里沼のもてなし文化」エリアと位置付けている。 

 

１)現状と課題、方針 

現状  館林駅東・旧城下町エリアにおいては平

成７年(1995)から２７年(2015)までの２

０年間で、０～１４歳人口が 11.0％⇒9.4％

と減少する一方で、６５歳以上の割合は

30.1％⇒40.5％と上昇し、エリア内人口も 

14,689 人⇒11,707 人まで減少することが予測されている。子ども世代だけでなく、子育て

世代である１５～６４歳人口も 1,623 人⇒1,286人⇒1,102人と大きく減少していくことか

ら、民俗芸能や伝統産業の後継者不足による担い手育成など、文化財の継承が困難になっ

ている。 

このエリアは、館林駅から市役所に至る道路を東西軸としつつも、北側に平行して走る

「歴史の小径」と呼ばれるサブ東西軸も存在している。一方で、江戸時代の旧城下町の町

人地部分を縦貫する「日光脇往還」があり、旧城下町の骨格を形成している。このエリア

は明治期の鉄道開通に端を発して以来、旧城下町を母体とする近代的な都市へと変貌を遂

げたが、旧城下町時代の町割りや道はそのまま維持された。館林駅周辺には、寺社仏閣の

ほか「東武鉄道館林駅舎」・「正田記念館」・「製粉ミュージアム本館」、「歴史の小径」沿い

には、「竜の井」・「分福酒造店舗」・「旧館林信用金庫」・「外池商店」・「旧館林二業見番組合

事務所」・「青龍神社」・「鷹匠町長屋門」・「旧館林藩士住宅」などが点在している。また、

「日光脇往還」沿いには「太陽の園」(旧大辻)・「町検断の門」・「青梅天満宮」などが残っ

ている。商店街には大正・昭和期以降に建てられた看板建築なども残っていたが、県道整

備拡幅事業に伴う移転・取壊しなどが相次ぎ、往時の町並みの雰囲気は失われてしまった。

写 6-24 旧館林二業見番組合事務所 

図 6-2 エリア内人口と高齢化率推移 



 

旧城下町やまちの近代化の歴史文化を物語る文化財や歴史文化資源が多いが、まちづくり

の中で活用がなされていない。 

   特に「旧二業見番」は、昭和１３年(1938)に建築された芸妓置屋と料理店業を兼ねた「二

業見番組合」の事務所として建てられた木造２階の歴史的建造物で、正面の重厚な瓦屋根、

２階にある舞台と大広間が特徴で、昭和前期の館林の花街の中核を担っていた。花の季節

にはつつじが岡で館林の芸妓たちが行楽客を迎え入れるなど、城沼のほとりのもてなし文

化に華を添えていた。平成２８年には国登録有形文化財に登録されたが、耐震補強のコス

トや、改修後の利活用方法等が定まらず老朽化が進み、文化財としての価値が生かされて

いない。

 

課題  近年、館林駅東側の都市再生を目的として、「歴史の小径」沿道では地域のまちづくり活

動者・民間事業者・地元住民が連携・協力しながら、歴史的建造物を利活用する動きが起こ

っている。「歴史の小径」沿いにある歴史文化を活かした拠点整備や、「旧二業見番」をはじ

めとする歴史的建造物の改修・活用による賑わい創出を進めるとともに、旧城下町の風情

あふれる町並みの維持と修景を推進していく。また、人口減少下での持続可能なまちづく

りに向けてのコンパクトシティ形成と都市機能の複合化に取組む中で、「旧二業見番」を地

域コミュニティセンターや地域交流センターなどに改修し、地域住民が活動・活躍しなが

ら来訪者をおもてなしするための拠点整備にも取組むものとする。 

    館林駅東・旧城下町エリア周辺には、館林の近代化を支えた産業である醸造・製粉・織

物と関連する文化財も多く残っていることから、これらの公開・活用を通して本市の歴史

文化のもつ魅力を伝えるとともに、伝統産業自体の復興・技術継承にも取組んでいく。そ

して、祭りなどに関連した伝統芸能についても、少子高齢化により技能の伝承・継承が困

難な状況になっていることから、関係団体や公民館・学校等と連携して技能保護と人材育

成、公開の機会創出を図るとともに、関連する神輿や山車などの道具類の保存、デジタル

技術を用いた記録保存も展開していく。 

    当該エリアでは文化財分野にとどまることなく、都市計画分野で進められている都市再

生再整備の動向と連携しながら、公的不

動産(ＰＲＥ＊)に代表される歴史文化ス

トックを活かした事業展開や賑わい創

出、まちづくりの“自走”とエリア全体の

価値向上を目指したエリアプラットフォ

ーム形とまちの未来ビジョンの策定、ま

ちづくり人材育成を進めるものとする。  

＊ＰＲＥ(Public Real Estate：公的不動産) 

国や地方自治体が保有する不動産。財政運営の効率化・合理化のなかで、遊休・低利用不動産の活用 

見直しに取組む動きがある。 

図 6-3 エリアプラットフォーム(イメージ図) 



 

方針 

№ 方針 説明 

１ 歴史的建造物の保存・整備事業の推進 

館林駅東・旧城下町エリアの「歴史の小径」沿いにある
「旧二業見番」をはじめとした歴史的建造物の改修・活用
を進めるとともに、旧城下町の風情あふれる町並み修景を
推進する。 

２ 伝統産業の活用・公開と技術継承 

館林駅周辺には館林の近代化を支えた産業である醸造・
製粉・織物等と関連する文化財・歴史文化資源も多く残っ
ていることから、それらの公開・活用を通してそれぞれの
魅力を伝えるとともに、伝統産業自体の復興・技術継承に
も取組んでいく。 

３ 文化財技能保持者の伝承・継承強化 

館林駅東・旧城下町エリアには祭りなどに関連した伝統
芸能があるが、少子高齢化により技能の伝承・継承が困難
な状況になっていることから、関係団体や公民館・学校等
と連携して技能保護と人材育成、公開の機会創出を図ると
ともに、関連する神輿や山車などの道具類の保存、デジタ
ル技術を用いた記録保存も検討していく。 

４ 都市再生整備計画(館林駅東地区)との連動 

都市計画分野で進められている再整備と連動しながら、
歴史文化ストックを活かした事業展開やにぎわい創出、ま
ちづくりの“自走”を目指したエリアプラットフォーム形
成と人材育成を進める。 

 

２)具体的措置 

方 針 １ 歴史的建造物の保存・整備事業の推進 

具 体 的 措 置 ❶旧館林二業見番組合事務所の改修・活用 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 旧館林二業見番組合事務所 

事 業 主 体 者 市(文化振興課・関係課) 

財 源 
市・群馬県補助金・国(文化庁・国土交通省)補助金・ふるさと納税・企業

版ふるさと納税・寄付・民間資金・クラウドファンディング 等 

内 容 
建物の価値を維持した耐震補強・改修工事を行い、地域コミュニティセン
ター・観光拠点として整備する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 １ 歴史的建造物の保存・整備事業の推進 

具 体 的 措 置 ❷太陽の園(仮称大辻広場)整備とモニュメント設置 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 太陽の園(仮称大辻広場) 

事 業 主 体 者 市(区画整理課・緑のまち推進課) 

財 源 市・国(国土交通省)補助金 

内 容 
旧城下町「札の辻」にある緑地「太陽の園」を「仮称大辻広場」として再
整備するとともに、往時の忍ばせるモニュメントを設置する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 ― 

  



 

方 針 １ 歴史的建造物の保存・整備事業の推進 

具 体 的 措 置 ❸歴史的街並み景観創出補助金の継続 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 「歴史の小径」・歴史的建造物 

事 業 主 体 者 市(区画整理課) 

財 源 市 

内 容 
館林市歴史的町並み景観創出補助金制度を継続し、「歴史の小径」の景観
維持のための工作物・屋外広告物の設置・改修を継続して支援する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 ２ 伝統産業の活用・公開と技術継承 

具 体 的 措 置 ❹企業ミュージアム・記念館の運営維持 
新 規 ・ 継 続 ★(継続) 関連する文化財 企業ミュージアム等 

事 業 主 体 者 所有者・民間事業者 

財 源 民間資金 

内 容 
館林駅周辺の伝統産業と関連する企業ミュージアム(正田記念館・製粉ミ
ュージアム)・毛塚記念館(「分福酒造店舗」)等の運営と公開・活用を維持
する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６ 

(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 ２ 伝統産業の活用・公開と技術継承 

具 体 的 措 置 ❺市・民間企業ミュージアム連携イベント開催  
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 企業ミュージアム等 

事 業 主 体 者 市(文化振興課)・所有者・関係者・関係団体・民間事業者 

財 源 市・群馬県・所有者・民間事業者 

内 容 
市や民間の企業ミュージアム等が連携した、賑わい創出や施設間の回遊性
向上を目的としたスタンプラリーなどの共同イベントを開催する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 ２ 伝統産業の活用・公開と技術継承 

具 体 的 措 置 ❻館林紬の技術継承・魅力発信支援 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 企業ミュージアム等 

事 業 主 体 者 市(文化振興課・関係課)・所有者・関係団体・関係団体・民間事業者 

財 源 市・所有者・民間事業者 

内 容 
館林紬(館林織物)を使った新たな商品・サービス造成、技術継承のための
関係団体の取組みを支援する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

  



 

方 針 ３ 文化財技能保持者の伝承・継承強化 

具 体 的 措 置 ❼伝統芸能等の技能継承の支援 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 民俗芸能 

事 業 主 体 者 市(文化振興課・関係課)・所有者・関係団体・住民・地域・学校 

財 源 市・群馬県(芸術振興財団)補助金 等 

内 容 
関係団体や公民館・学校等と連携しながら伝統芸能の技術継承と継承者育
成を支援する。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 ３ 文化財技能保持者の伝承・継承強化 

具 体 的 措 置 ❽伝統芸能等のデジタル記録保存の実施 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 民俗芸能 

事 業 主 体 者 市(文化振興課)・所有者・関係団体・住民・地域 

財 源 市・群馬県(芸術振興財団)補助金 等 

内 容 
エリア内の伝統芸能や祭り、年中行事などに関する映像や音声などのデジ
タルデータとして記録し、次世代への継承に取組む。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

方 針 ４ 都市再生整備計画(館林駅東地区)との連動 

具 体 的 措 置 ❾公的不動産(ＰＲＥ)・歴史的建造物の活用 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 歴史的建造物 

事 業 主 体 者 市(区画整理課・関係課)・所有者・関係団体・民間事業者・住民 

財 源 市・民間資金 等 

内 容 
民間活力を導入しながら歴史的建造物を活用した魅力発信事業や社会実
験等の展開を図る。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

 

 

方 針 ４ 都市再生整備計画(館林駅東地区)との連動 

具 体 的 措 置 ➓官民連携エリアプラットフォーム形成 
新 規 ・ 継 続 ★(新規) 関連する文化財 全 

事 業 主 体 者 市(区画整理課・関係課)・所有者・関係団体・民間事業者・住民・地域 

財 源 市・国(国土交通省)補助金・民間資金 等 

内 容 
エリアプラットフォームを構築して人材・ノウハウ蓄積による地域資源の
好循環化に取組む。 

事 業 計 画 

前期 
令和７～９年度 

(2025～2027 年度) 

中期 
令和１０～１３年度 
(2028～2031 年度) 

後期 
令和１４～１６年度 
(2032～2034 年度) 

〇 〇 〇 

  



 

３)成果指標(ＫＰＩ)設定 

館林駅東・旧城下町エリアについては、文化財や歴史文化の活用による賑わい創出をテーマと

して掲げていることから、計画期間１０年後の総人口維持を成果指標(ＫＰＩ)として設定する。

令和７年度(2025)推計における 14,689 人を基準値とし、令和１７年度(2035)推計 13,184 人に減

少することが予測されているが、これを令和７年度(2025)基準値(≒14,700 人)で維持することを

目標値とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《成果指標(ＫＰＩ)》 
  館林駅東・旧城下町エリア 

 

館林駅東・旧城下町エリアの総人口数 
 《令和７年度(2025)》14,689人(推計値) →《令和１７年度(2035)》14,700人 

写 6-25 竜の井 写 6-26 分福酒造店舗(「毛塚記念館」) 

写 6-27 旧館林藩士住宅での節分イベント 写 6-28 青龍の井戸(清龍神社) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重点プロジェクト 

❷旧二業見番の改修・活用   ⇒(Ｂ)里沼のもてなし文化区域― 館林駅東・旧城下町エリア  

❶ 
❻ ❷ 

❹

館林駅周辺の伝統産業と関連する
企業ミュージアム・記念館の運営
と公開・活用を維持する。 

❺

市や民間施設が連携したにぎわい
創出のためのスタンプラリー等の
合同イベントを開催する。 

❷

旧城下町「札の辻」を再整備する
とともに、往時の忍ばせるモニュ
メントを設置する。 

❸

「歴史の小径」の景観維持のため
の工作物・屋外広告物の設置・改
修を継続して支援する。 

❻

館林紬を使った新たな商品・サー
ビス造成、技術継承のための関係
団体の取組みを支援する。 

❾

民間活力を導入しながら歴史的建
造物を活用した魅力発信事業や社
会実験等の展開を図る。 

➓

エリアプラットフォームを構築し
て人材・ノウハウ蓄積による地域
資源の好循環化に取組む。 

❼伝統芸能等の技能継承の支援

関係団体や公民館・学校等と連携
しながら伝統芸能の技術継承と継
承者育成を支援する。 

❽

伝統芸能や祭り、年中行事などに
関する映像や音声などのデジタル
データとして記録する。 

❹❺ 

方針１ 歴史的建造物の保存・整備事業の推進 

方針２ 伝統産業の活用・公開と技術継承 

方針３ 文化財技能保持者の伝承・継承強化 

方針４ 都市再生整備計画(館林駅東地区)との連動 

写 6-29 旧館林二業見番組合事務所 

■主な文化財・歴史文化資源 

・正田記念館 

（建造物/国指定） 

・製粉ミュージアム本館 

（建造物/未指定） 

・分福酒造店舗(毛塚記念館) 

（建造物/国指定） 

・旧館林二業見番組合事務所 

（建造物/国指定） 

・竜の井 

（名勝地/未指定） 

・青龍の井戸 

（名勝地/未指定） 

・旧市役所庁舎 

（建造物/未指定） 

・旧館林信用金庫 

（建造物/未指定） 

・外池商店 

（建造物/未指定） 

・青梅天満宮 

（建造物/未指定） （B）里沼のもてなし文化区域 図 6-1 内、館林駅東・旧城下町エリアに該当 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針 № 事業名 主体者 年次計画 
新規 

継続 

１ ❶ 旧館林二業見番組合事務所の改修・活用 市(文化振興課・関係課) 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
新規 

１ ❷ 太陽の園(仮称大辻広場)整備とモニュメント設置 市(区画整理課・緑のまち推進課) 
令和７～１６年度 

(2025～2034) 
新規 

1 ❸ 歴史的街並み景観創出補助金の継続 市(区画整理課) 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
継続 

２ ❹ 企業ミュージアム・記念館の運営維持 所有者・民間事業者 
令和７～１６年度 

(2025-2034) 
継続 

２ ❺ 市・民間企業ミュージアム連携イベント開催  
市(文化振興課) 
所有者・関係者 

関係団体・民間事業者 

令和７～１６年度 
(2025-2034) 

新規 

2 ❻ 館林紬の技術継承・魅力発信支援 
市(文化振興課・関係課) 

所有者・関係者 
関係団体・民間事業者 

令和７～１６年度 
(2025-2034) 

新規 

３ ❼ 伝統芸能等の技能継承の支援 
市(文化振興課・関係課) 

所有者・関係団体 
住民・地域・学校 

令和７～１６年度 
(2025-2034) 

新規 

３ ❽ 伝統芸能等のデジタル記録保存の実施 
市(文化振興課・関係課) 

所有者・関係団体 
住民・地域 

令和７～１６年度 
(2025-2034) 

新規 

４ ❾ 公的不動産(ＰＲＥ)・歴史的建造物の活用 
市(区画整理課・関係課) 

所有者・関係団体 
民間事業者・住民 

令和７～１６年度 
(2025-2034) 

新規 

４ ➓ 官民連携エリアプラットフォーム形成 
市(区画整理課・関係課) 

所有者・関係団体 
民間事業者・住民・地域 

令和７～１６年度 
(2025-2034) 

新規 

 

 

 

成果指標(KPI)の設定 

建造物など歴史文化ストッ
クを活用してエリア全体の
価値向上とにぎわいを創出
する。 

成果指標 

館林駅東・旧城下町 
エリアの総人口数 

＊推計では令和１７年度 13,184 人 

令和７年度から 1,516 人増加 

基準値 
(年度) 

14,689 人 
(令和７年度(2025)) 

目標値 
(年度) 

14,700 人 
(令和１７年度(2035)) 

写 6-30 旧二業見番活用イベント 写 6-31 館林紬の新たな取組 写 6-32 本町一丁目の神輿囃子 


